
広報 にっこう １４

警
察
か
わ
ら
版

※
特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
歌
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
外

と
　
き
　
４
月
　
日（
水
）
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１７

１０

３０

１１

１５

◎
パ
パ
も
い
っ
し
ょ
で
う
れ
し
い
な
外

　
～
こ
い
の
ぼ
り
製
作
～

と
　
き
　
４
月
　
日（
日
）　
午
前
　
時
　
分
～
正
午

２１

１０

３０

定
　
員
　
親
子
　
組
（
先
着
順
）

２０

申
込
期
限
　
４
月
　
日
（
木
）

１８

◎
マ
マ
の
ミ
ニ
学
習
会
「
こ
こ
ろ
編
」

　
～
乳
児
期
っ
て
ど
ん
な
時
期
？
　
～

講
　
師
　
 丸
  山
  隆
 氏

ま
る
 や
ま
 た
か
し

と
　
き
　
４
月
　
日（
火
）
　
午
後
２
時
～
３
時
　
分

２３

３０

申
込
期
限
　
４
月
　
日（
金
）

１９

※
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。

◎
家
族
み
ん
な
で
楽
し
も
う
外

　
～
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
～

と
　
き
　
４
月
　
日（
金
）　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

２６

１０

４５

１１

１５

◎
お
外
で
遊
ぼ
う
外
　「
春
の
遠
足
」

と
　
き
　
５
月
　
日（
金
）　

１７

場
　
所
　
千
手
山
公
園
（
鹿
沼
市
）

定
　
員
　
親
子
　
組（
先
着
順
）

２０

申
込
開
始
日
　
４
月
　
日
（
月
）

２２

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎（
　
）
２
２
９
９

２２

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

◎
お
じ
い
ち
ゃ
ん
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
外

 「
こ
ど
も
の
日
」

と
　
き
　
４
月
　
日
（
木
）　
１
回
目
…
午
前
　
時
　
分
か
ら

１８

１０

３０

お
問
い
合
わ
せ
は

　
今
市
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

２３

　
日
光
警
察
署
　
緯（
　
）０
１
１
０

５３

興
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

焔
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

焔
車
道
は
左
側
を
通
行

焔
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

　
徐
行

焔
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

焔
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

興
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
装
着
の
徹
底

　
後
部
座
席
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

興
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
平
成
　
年
の
県
内
飲
酒
運
転
事
故
数
は

２４

　
件
で
、
６
人
の
方
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

１１６興
子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い
３
S
運
動

　
Ｓ
Ｅ
Ｅ（
見
る
）、
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ（
減
速
す

る
）、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ（
止
ま
る
））の
推
進

興
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動
の
推
進

　
速
度
超
過
は
、
危
険
の
発
見
が
遅
れ
た

り
、
車
が
制
御
困
難
に
な
っ
た
り
、
衝
突

時
の
衝
撃
が
大
き
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

重
大
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も

よ
り
時
速
５
㎞

は
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、

死
者
数
が
　
人
で
し
た
。
昭
和
　
年
以
来
、

９４

３０

実
に
　
年
ぶ
り
に
　
人
を
切
り
、
県
の
目

５７

１００

標
で
あ
っ
た
年
間
死
者
数
　
人
以
下
を
達

９５

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
か
ら
「
春
の
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
は
交
通
安
全
を
心
掛
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

恭
運
動
の
目
的

 
広
く
県
民
一
人
一
人
に
交
通
安
全
思
想

の
普
及
と
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
付
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

恭
運
動
期
間

 
４
月
６
日（
土
）～
　
日（
月
）

１５

恭
運
動
の
基
本

 
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

恭
ス
ロ
ー
ガ
ン

 
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
あ
な
た
が
主
役
で
す
。

恭
運
動
の
重
点

春
の
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

１５ ２０１３年４月号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
目
…
午
後
１
時
　
分
か
ら

３０

内
　
容
　
簡
単
工
作
・
お
は
な
し
会
な
ど

◎
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う

と
　
き
　
４
月
　
日
（
月
）　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

２２

１０

４５

１１

１５

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

日
光
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
（
日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
　
）３
０
０
１

５４
鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
催
し

◎
作
っ
て
遊
ぼ
う
「
こ
い
の
ぼ
り
飾
り
」

と
　
き
　
４
月
５
日（
金
）　
午
前
　
時
～
正
午

１０

◎
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

　
～
お
花
見
ピ
ク
ニ
ッ
ク
～

と
　
き
　
４
月
　
日
（
水
）
　
午
前
　
時
～
正
午

１７

１０

参
加
費
 
　
円
５０

※
悪
天
候
の
場
合
、
室
内
遊
び
に
な
り
ま
す
。

◎
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う

と
　
き
　
４
月
　
日
（
火
）　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１０

４５

１１

１５

講
　
師
　
市
国
際
交
流
員
　

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

鬼
怒
川
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（
藤
原
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
　
）
０
８
８
１

７６

※
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
は
４
月
か
ら
、
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
休
業
日
を
除
き
、
毎
日
開
催
と
な
り
ま
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

　
親
子
の
自
由
あ
そ
び
や
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
開
設
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
児
と
の
交
流
や
、
子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
　
き
　
５
月
　
日
（
火
）、
５
月
　
日
（
火
）

１４

２８

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

と
こ
ろ
・
申
込
先
・
く
わ
し
く
は

落
合
児
童
館
　
☎（
　
）０
０
５
８

２７

豊
岡
児
童
館
　
☎
（
　
）７
４
８
８

２１

塩
野
室
児
童
館
　
☎（
　
）
８
９
３
７

２６

石塚クリニック　石塚早男
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脂
質
は
、
肝
臓
で
作
ら
れ
た
り
食
事

か
ら
摂
取
し
た
り
し
て
、
血
液
中
に
一

定
の
量
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
脂
質
異
常
症（
高
脂
血
症
）は
、
体
の

中
で
脂
質
の
流
れ
が
う
ま
く
調
整
で
き

な
か
っ
た
り
、
食
事
か
ら
体
の
中
に

入
っ
て
く
る
脂
質
の
量
が
多
く
な
り
す

ぎ
た
り
し
て
、
血
液
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
多
く
な
り

す
ぎ
て
い
る
状
態
、
ま
た
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な
い
状
態
が
長
く

続
く
病
気
で
す
。
現
在
の
日
本
に
は
約

　
万
人
の
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
お

７００り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
肝
臓

で
作
ら
れ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体
内

の
細
胞
に
運
ぶ
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
過
剰
に

な
る
と
血
管
の
壁
に
必
要
以
上
に
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
り
、
動
脈
硬
化
を

進
行
さ
せ
る
た
め
、「
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
一
方
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は

血
液
中
の
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

回
収
す
る
た
め
、「
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪
が
増
え

る
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
減
り
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
中
性
脂
肪
自
体
は
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
ま
せ
ん
が
、
間
接
的
に
動
脈
硬

化
を
進
行
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
脂
質
異
常
症
は
、
以
前
は
「
高
脂
血

症
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
高
い
こ
と
が
望

ま
し
く
、
低
い
と
き
は
病
気
と
診
断
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
２
０
０
７
年
よ
り

脂
質
異
常
症
に
病
名
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
高
脂
血
症
」
と
い
う
呼

び
方
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
病
院
や
診
療
所
で
高
脂
血
症

と
診
断
さ
れ
た
り
、
薬
局
で
高
脂
血
症

の
薬
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
は
ガ

ン
で
す
が
、
第
二
位
は
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
で
、
第
三
位
は
脳

梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
脳
卒
中
で
す
。

　
心
臓
病
も
脳
卒
中
も
動
脈
硬
化
が
原

因
と
な
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
病
気

で
す
。
動
脈
硬
化
の
予
防
・
改
善
の
た

め
に
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら

し
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

脂
質
異
常
症（
高
脂
血
症
）②

～
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性
脂
肪
～


